
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
にす
る
。
次
い
で
、
『
文
化
と
倫
理
』
『
文
化
の
頽
廃
と
再
建
』
に
お
い

　
　
　
シ

ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
　
　
　
　
　
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
い
か
な
る
世
界
観
（
零
Φ
胃
き
ω
9
碧
巨
α
q
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
観
の問
題
に
つ
い
て
　
　
構
築
し
て
い
る
の
か
に
っ
い
て
、
彼
独
自
の
生
命
観
（
u
・
び
霧
碧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ω
o
冨
巨
口
⑰
q
）
か
ら
、
つ
ま
り
、
思
惟
（
意
志
と
認
識
と
の
対
話
）
と
倫
理

　　　　　　　　　　　　　　　　　岩
井

謙
太
郎

　
駿
難
難
灘
搬
哩
撫
璽
輩
．
擁
虞
敲
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倫
理
思
想
史的
な
背
景
と
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
生
命
観
に
基
づ
く
世
界

　
　はじ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
の
展
開
か
ら
「
生
へ
の
畏
敬
」
の
倫
理
の
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
・

　
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
「
生
へ
の
畏
敬
」
（
国
げ
善
8
耳
く
o
目
　
匹
Φ
旨
　
　
「
生
へ
の
畏
敬
」
の
倫
理
と
世
界
観
の
関
係
を
論
じ
る
。

い
①
げ
魯
）
の
倫
理
を
構
想
し
た
背
景
に
は
、
現
代
に
お
い
て
文
化
が
危
機
に

講
掩
躰
縞
霧
聾
雛
繍
『
㏄
傲
雛
讐
　
一
シ
ュ
ヴ
・
イ
ツ
ァ
あ
文
化
論

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
文
化
論
を
検
討
　
　
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
文
化
を
考
察
し
た
背
景
に
は
、
第
｝
次
世
界
大

し
、
ま
た
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
倫
理
思
想
史
上
の
主
要
な
思
想
家
の
倫
　
　
戦
前
後
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
じ
た
危
機
意
識
が
存
す
る
。
近
代
に
お
い

理
思
想を
分
析
し
、
そ
れ
を
世
界
観
（
生
命
観
）
の
諸
類
型
、
神
秘
主
義
　
　
　
て
文
明
の
優
位
性
を
自
負
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
戦
場
に
な
り
、
と
り
わ
け

の

諸
類型
、
自
己
完
成
の
倫
理
と
献
身
の
倫
理
の
諸
類
型
等
に
整
理
し
複
　
　
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
敗
戦
国
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
深
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
的
に
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
（
≧
げ
Φ
誹
　
　
な
文
化
の
危
機
と
し
て
強
く
受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
以

ω
o
げ
≦
Φ
団
言
興
）
に
お
け
る
「
生
へ
の
畏
敬
」
の
倫
理
の
構
想
の
様
々
な
問
　
　
降
ド
イ
ツ
に
お
い
て
様
々
な
思
想
家
が
文
化
哲
学
（
文
化
社
会
学
）
に
つ

題群
の
中
で
、
最
初
に
、
『
文
化
の
頽
廃
と
再
建
』
（
＜
Φ
跳
巴
一
§
ロ
芝
δ
α
①
学
　
　
い
て
著
作
を
著
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
哲
学
の
中
心
的
主
題
に
文
化
論
を

碧
守
雲
自
㊤
閑
巳
窪
『
）
、
『
文
化
と
倫
理
』
（
囚
巳
什
昌
β
口
α
国
珪
評
）
、
遺
　
　
据
え
、
そ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
の
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

稿

『わ

れら
亜
流
者
達
－
文
化
と
文
化
国
家
』
（
≦
貯
国
O
貫
o
口
Φ
P
　
　
た
の
で
あ
る
。

国巳
け
霞
賃
巳
内
巳
言
誘
富
讐
）
に
お
け
る
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
文
化
　
　
　
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
「
我
々
の
文
化
の
不
幸
は
、
文
化
が
精
神
面
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

論を
検
討
す
る
こ
と
で
、
彼
の
文
化
論
と
人
間
性
の
概
念
の
特
性
を
明
ら
　
　
り
も
は
る
か
に
物
質
面
に
強
大
な
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
」
に
よ
っ
て
文
化

シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
；
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



一
五
四

（精
神的
文
化
と
物
質
的
文
化
）
の
均
衡
が
破
棄
さ
れ
、
そ
の
帰
結
と
し
て
　
　
弱
肉
強
食
的
な
生
存
競
争
の
観
念
を
念
頭
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で

現
代
の

文
化的
な
危
機
が
生
じ
た
と
文
化
の
特
性
を
論
じ
て
い
る
。
換
言
　
　
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
ダ
ー

す

れば
、
文
化
の
物
質
的
側
面
だ
け
が
一
方
的
に
発
展
し
、
そ
れ
に
伴
っ
　
　
　
ウ
ィ
ン
の
生
存
競
争
の
理
論
か
ら
は
文
化
に
基
づ
い
た
倫
理
が
成
立
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

文化
の
精
神
的
側
面
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
に
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
　
　
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
り

文
化
の

危
機を
見
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
私
た
ち
が
文
化
　
　
主
張
は
以
下
の
よ
う
な
文
化
の
規
定
に
お
い
て
顕
に
な
る
の
で
あ
る
。

を
構
築
す
る
際
に
は
文
化
の
倫
理
性
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
　
　
　
　
「
文
化
は
そ
の
本
質
上
二
面
的
で
あ
る
。
文
化
は
理
性
が
自
然
を
支
配

て

いる
が
、
従
来
の
思
想
家
は
文
化
を
考
察
す
る
際
に
、
文
化
の
現
実
性
　
　
　
　
す
る
と
と
も
に
、
理
性
が
人
間
の
心
情
（
O
Φ
ω
冒
口
琶
ぴ
q
魯
）
を
も
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
リ

の

みを
問
い
、
文
化
の
倫
理
性
（
規
範
性
）
を
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
　
　
　
　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

と
に
問
題
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
文
化
を
　
　
　
つ
ま
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
文
化
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
理
性

い

か
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
　
　
　
（
人
間
）
が
自
然
を
技
術
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
お
け
る
進
歩
（
物
質
的
進

ツ
ァ
ー
は
、
『
文
化
の
頽
廃
と
再
建
』
に
お
い
て
、
文
化
の
重
要
な
特
性
を
　
　
歩
）
と
、
理
性
（
人
間
）
が
自
ら
の
心
情
を
支
配
す
る
こ
と
に
お
け
る
進

「ご
く
一
般
的
に
い
え
ば
、
文
化
と
は
硬
と
共
同
体
（
囚
。
ロ
Φ
閃
口
く
回
鐡
け
）
　
　
　
歩
（
精
神
的
進
歩
）
と
い
う
二
つ
の
進
歩
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
の
進
歩
、
物
質
的
精
神
的
進
歩
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
こ
で
シ
ュ
　
　
　
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
物
質
的
進
歩
と
精
神
的
進

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
進
歩
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
が
問
題
と
　
　
歩
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
シ
ュ

な
ろ
う
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
進
歩
に
つ
い
て
、
「
進
歩
は
何
よ
り
も
、
　
　
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
も
物
質
的
進
歩
は
我
々
の
生
存
競
争
が
弱
ま
る
た
め
に
必

個
人
に
と
っ
て
も
共
同
体
に
と
っ
て
も
、
生
存
競
争
が
弱
ま
る
と
い
う
ご
　
　
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
物
質
的
進
歩
に
は

　
　
　
　
ア
リ

と
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
点
と
な
ら
ん
で
文
化
を
危
機
に
陥
ら
せ
る
側
面
も
存
す
る
の
で
あ
る

　
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
生
存
競
争
と
は
、
人
間
が
自
然
を
支
　
　
　
（
大
量
殺
職
、
階
級
闘
争
等
）
。
そ
の
た
め
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、

配
する
こ
と
と
、
人
間
が
人
間
を
支
配
す
る
こ
と
に
存
す
る
が
、
彼
は
人
　
　
文
化
が
展
開
す
る
た
め
に
は
物
質
的
な
進
歩
よ
り
も
、
人
間
の
精
神
的
な

間
の
生
存
競
争
が
弱
ま
る
た
め
に
「
自
然
に
つ
い
て
の
理
性
支
配
と
、
人
　
　
進
歩
（
理
性
が
自
ら
の
心
情
を
支
配
す
る
こ
と
）
を
重
要
視
す
る
の
で
あ

問
の
本
性
に
つ
い
て
の
理
性
支
配
が
最
大
限
か
つ
最
も
合
目
的
的
な
あ
り
　
　
　
る
。
こ
の
よ
う
な
『
文
化
の
頽
廃
と
再
建
』
に
お
け
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

方
で
展
開
す
る
こ
と
」
を
進
歩
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
　
　
の
文
化
論
は
、
以
下
に
述
べ
る
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る

おく
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
主
張
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
　
　
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
い
て
以
下
の



よ
う
に
文
化
の
重
要
な
特
性
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
こ
と
は
、
1
と
皿
は
、
個
々
人
の
倫
理
的
精
神
化
と
、
人
類
へ
と
至

　　
「
文
化
の
本
質
的
な
も
の
は
、
個
々
人
の
完
成
と
い
う
理
想
、
諸
国
民
　
　
　
る
個
々
人
の
社
会
化
の
二
つ
の
様
式
で
あ
る
と
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
考

　　
（
＜
α
涛
o
同
）
か
つ
人
類
の
社
会
的
か
つ
政
治
的
状
態
の
改
善
と
い
う
　
　
　
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
理想
を
個
々
人
が
思
惟
し
、
個
々
人
が
そ
の
よ
う
な
理
想
に
よ
っ
て
　
　
　
　
「
国
家
と
教
会
は
、
人
類
へ
と
至
る
、
個
々
人
の
社
会
化
（
＜
臼
o
q
Φ
゜
・
Φ
亭

　
　
心情
（
O
Φ
ω
貯
…
昌
o
q
）
を
、
生
き
生
き
と
、
か
つ
恒
常
的
な
仕
方
で
規
　
　
　
　
ω
o
冨
津
§
α
q
）
の
様
式
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
政
治
的
な
、

　
　定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
個
々
人
が
精
神
的
力
と
し
て
、
自
ら
に
お
い
　
　
　
　
ま
た
宗
教
的
な
社
会
化
の
理
想
は
、
そ
れ
ら
が
個
々
人
の
倫
理
的
精

　
　て
、
か
つ
社
会
に
お
い
て
働
く
と
き
に
の
み
、
諸
々
の
事
実
に
よ
っ
　
　
　
　
神
化
と
、
人
類
へ
と
至
る
個
々
人
の
社
会
化
と
い
う
観
点
で
合
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ね

　
　
て

作り
だ
さ
れ
る
様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
価
値
豊
　
　
　
　
的
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

　
　
かな
全
体
の
進
歩
（
円
9
巴
h
O
腎
ω
o
訂
畔
）
が
生
ず
る
可
能
性
が
与
え
　
　
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
先
述
し
た
、
文
化
を
構
成
す
る
四
つ
の
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
り

　
　ら
れ
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
連
関
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
な
い
が
同
様
の
議
論
を
、
遺
稿
『
わ

　こ
の
よ
う
な
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
け
る
文
化
の
規
定
か
ら
、
シ
ュ
ヴ
ァ
　
　
れ
ら
亜
流
者
達
ー
文
化
と
文
化
国
家
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
リ

イ
ツ
ァ
ー
は
、
文
化
を
構
成
す
る
三
種
の
進
歩
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
①
　
　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。

知識
お
よ
び
能
力
の
進
歩
、
②
人
間
の
社
会
化
の
進
歩
、
③
個
々
人
と
人
　
　
　
　
「
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
な
理
性
理
念
は
個
人
、
人
類
、
国
家
的
共
同
体
、

類
の

精
神性
の
進
歩
。
①
と
③
は
先
に
検
討
し
た
物
質
的
進
歩
と
精
神
的
　
　
　
　
宗
教
共
同
体
の
理
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
…
…
四
つ
の
理

進歩
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
進
歩
に
つ
い
て
は
「
存
在
す
る
　
　
　
　
想
の
内
部
で
、
個
人
と
人
類
の
理
念
は
、
国
家
共
同
体
と
宗
教
共
同

一
切
が力
、
す
な
わ
ち
生
へ
の
意
志
」
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
は
じ
　
　
　
　
体
の
理
念
と
比
べ
て
よ
り
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
。
国
家

め
て
自
然
力
を
支
配
す
る
進
歩
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
①
を
前
　
　
　
　
的
共
同
体
と
宗
教
共
同
体
は
、
人
類
へ
と
至
る
個
々
人
の
社
会
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
り

提に
し
て
②
と
③
の
進
歩
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
②
と
③
の
進
　
　
　
　
二
つ
の
別
の
諸
様
式
で
あ
る
」
。

歩
か
ら
、
四
種
の
理
念
が
以
下
の
よ
う
に
分
節
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
1
、

瑚
献
御
螺
謀
籔
鑛
賄
難
雛
糟
（
咽
誘
襲
　
ニ
シ
ュ
ヴ
・
イ
ツ
・
あ
人
間
性
概
念

想
。
1
と
W
は
精
神
性
の
進
歩
の
理
念
で
あ
り
、
H
と
m
は
人
間
の
社
会
　
　
　
次
に
、
文
化
を
構
成
す
る
四
つ
の
理
念
の
連
関
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、

化
の
進
歩
の
理
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
　
遺
稿
『
わ
れ
ら
亜
流
者
達
』
に
お
け
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
国
家
論
（
国

シ

ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



】
五
六

家
と
個
人
の
関
係
の
問
題
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
o
ロ
ω
o
ゴ
Φ
ロ
）
に
な
る
程
度
に
お
い
て
、
同
時
に
自
然
国
家
（
乞
讐
霞
ー

　
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
ル
ソ
ー
を
代
表
と
す
る
社
　
　
　
　
曾
舞
け
）
が
理
性
国
家
（
〈
Φ
諺
巨
｛
叶
ω
富
国
叶
）
の
特
性
を
受
容
す
る
必
然

会
契
約
論
的な
人
為
的
な
国
家
観
を
批
判
し
、
自
ら
の
国
家
論
を
展
開
　
　
　
　
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
人
が
倫
理
的
諸
個
人
（
ω
犀
寧

　
ハ
め
いする
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
げ
角
℃
臼
ω
α
巳
凶
o
ゴ
搾
Φ
詳
Φ
口
）
の
高
み
に
到
達
す
る
程
度
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　　
「
国
家
に
対
す
る
私
た
ち
の
立
場
は
以
下
の
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
　
　
　
　
同
時
に
、
国
家
は
倫
理
的
国
家
に
な
る
の
で
あ
る
」
。

　
　
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
自
体
存
在
す
る
国
家
と
し
　
　
　
換
言
す
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
「
利
己
的
か
つ
熱
狂
的
」

　
　
て
の国
家
に
お
い
て
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
な
性
格
を
保
持
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
顕
に
な
る
よ
う
な
非
人

　
　こ
の
事
実
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
国
家
に
自
然
的
な
仕
方
（
ぎ
　
　
間
化
（
民
族
主
義
等
）
を
克
服
す
る
た
め
に
、
個
々
人
が
倫
理
化
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
り

　
　話
窪
臣
o
ゴ
臼
芝
Φ
♂
Φ
）
で
所
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
と
に
よ
っ
て
文
化
国
家
（
国
家
の
道
徳
化
）
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
シ

ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
一
方
に
お
い
て
は
、
国
家
が
個
々
人
を
規
定
　
　
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
化
国
家
を
通
じ
て
人
類

す
る
側
面
（
個
人
の
受
動
性
〉
を
指
摘
す
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
個
々
　
　
　
へ
至
る
個
々
人
の
社
会
化
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く

人
が国
家
を
規
定
す
る
側
面
（
個
人
の
能
動
性
）
を
も
論
じ
て
い
る
の
で
　
　
　
べ
き
こ
と
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
自
然
と
い
う
術
語
を
、
人
間
に
対

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
倫
理
的
な
理
想
に
導
か
れ
る
こ
と
の
な
い
現
実
感
覚
（
芝
貯
匹
甘
ギ

　　
「
個
々
人
は
、
共
同
体
に
お
け
る
個
々
人
の
存
在
を
、
何
か
伝
統
的
に
　
　
犀
Φ
凶
諾
ω
凶
目
）
の
意
味
で
、
国
家
に
対
し
て
は
自
然
な
同
質
的
な
有
機
体

　
　
与え
ら
れ
た
も
の
と
法
的
に
規
制
さ
れ
た
も
の
と
し
て
単
に
受
容
す
　
　
　
（
轟
慈
臣
o
げ
霞
盲
住
げ
o
日
o
ぴ
Q
Φ
昌
R
9
ぴ
q
聾
巳
ω
ヨ
¢
ω
）
と
し
て
の
民
族
国
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

　
　る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
反
省
す
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
個
々
人
の
社
会
契
約
か
ら
国
家
を
導
く
立
場
、
　
　
　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

個
々
人
を
国
家
に
従
属
さ
せ
る
立
場
を
共
に
批
判
す
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
　
　
ツ
ァ
ー
は
、
『
わ
れ
ら
亜
流
者
達
』
に
お
い
て
、
個
々
人
は
国
家
（
共
同
体

ツ
ァ
ー
に
と
っ
て
「
国
家
は
個
々
人
と
共
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
　
的
側
面
）
に
受
動
的
に
依
存
し
て
い
る
側
面
を
検
討
し
つ
つ
も
、
単
に
個
々

の

であ
る
。
そ
れ
で
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
国
家
と
個
々
人
の
関
係
を
　
　
人
が
国
家
に
依
存
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
個
々
人
は
国
家
に
能
動
的
（
積
極

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
以
下
　
　
的
）
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
個
々
人
が
倫
理
的
に
な
る
こ

のよ
う
に
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
、
文
化
国
家
が
構
築
（
国
家
の
倫
理
化
）
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

　　
「
個
々
人
が
自
然
人
（
乞
9
霞
日
①
窃
o
げ
Φ
口
）
か
ら
理
性
人
（
＜
①
旨
口
艮
苧
　
　
人
類
へ
と
至
る
個
々
人
の
社
会
化
が
生
じ
う
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。



　　
こ
こ
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
な
お
個
々
人
と
教
会
（
宗
教
共
　
　
　
（
闘
争
）
が
強
化
さ
れ
た
事
態
（
民
族
主
義
、
剥
き
出
し
の
資
本
主
義
社
会
、

　
　同
体
）
の
関
係
に
つ
い
て
も
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
同
様
の
議
論
を
し
て
　
　
そ
れ
へ
の
反
動
に
よ
る
階
級
闘
争
、
戦
争
に
よ
る
大
量
殺
鐵
等
）
を
克
服

　　
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
個
々
人
が
人
類
へ
と
社
会
化
す
る
た
め
に
　
　
す
る
た
め
に
、
人
間
が
相
互
に
自
ら
の
欲
望
を
放
棄
（
部
分
的
に
）
し
な

　
　は
、
個
々
人
の
倫
理
的
精
神
化
を
通
じ
て
、
国
家
（
政
治
的
共
同
体
）
と
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
人
間
性
の
思
想
に
お
い
て
洞
察
し
て
い
る
の

　
　
教
会

（宗
教
的
共同
体
）
が
倫
理
的
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
　
　
　
で
あ
る
。

　　
こ
と
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
検
討
し
て
い
た
と
解
釈
し
う
る
と
言
え
よ
　
　
　
し
か
し
本
節
に
お
け
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
人
間
性
の
思
想
の
主
張

　
　う
。
こ
こ
に
文
化
を
構
成
す
る
四
つ
の
理
念
の
動
的
連
関
を
見
出
し
う
る
　
　
は
、
人
間
性
や
人
間
社
会
を
超
え
た
射
程
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す

　　
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
四
つ
の
理
念
が
、
相
互
に
効
力
を
発
揮
す
る
　
　
な
わ
ち
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
遺
稿
『
わ
れ
ら
亜
流
者
達
』
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
り

　　
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
へ
の
方
向
」
が
与
え
ら
れ
、
四
つ
の
理
念
が
人
間
性
　
　
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
自
己
以
外
の
存
在
へ
の
本
性
的
で
自
己
中

　　
の
思
想
に
お
い
て
統
合
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
的
な
関
わ
り
と
並
ん
で
、
個
人
が
非
自
己
中
心
的
な
関
係
を
打
ち
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　　
　
「
人
間
性
（
国
巨
冨
巳
け
響
）
は
そ
の
最
も
根
本
的
で
普
遍
的
な
形
式
に
　
　
る
と
こ
ろ
に
、
活
動
的
な
精
神
的
自
由
と
し
て
の
道
徳
性
が
あ
る
」
。

　
　
　　
お
け
る
文
化
で
あ
る
。
…
…
文
化
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
記
述
は
必
　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
、
エ
リ
ッ
ヒ
・
グ
レ
ー
サ
ー
（
国
U
同
圃
O
げ
O
H
餌
ω
ω
Φ
吋
）
と
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
り

・
　
　
　
然
的
に
人
間
性
に
由
来
し
、
人
間
性
に
帰
還
す
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
イ
ク
・
マ
ル
テ
ィ
ン
（
竃
圃
醤
O
ぐ
『
°
竃
四
誹
博
冒
）
は
、
上
述
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

　　
　
遺
稿
『
わ
れ
ら
亜
流
者
達
i
文
化
と
文
化
国
家
』
に
お
い
て
は
人
間
　
　
ツ
ァ
ー
の
人
間
性
の
思
想
が
、
人
間
性
の
射
程
を
超
え
た
現
代
に
お
け
る

　
　
性
の
思
想
は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
こ
の
人
間
性
の
思
想
は
、
後
に
検
討
　
　
環
境
倫
理
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
の
問
題
を
考
え
る
視
座
と
し
て
有
効
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
り

　　
す
る
「
生
へ
の
畏
敬
」
の
倫
理
と
し
て
結
実
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
文
化
と
　
　
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　
倫
理
』
に
お
い
て
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
真
の
人
間
性
に
つ
い
て
以
下
の

婁
っ
蕪
蒙
麟
写
え
ら
れ
て
い
る
力
を
相
互
に
肇
す
る
こ
と
　
三
シ
ュ
ヴ
・
イ
ツ
ァ
あ
世
暴
と
生
命
観

　
　　
　
だ
け
が
有
効
で
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
精
神
性
の
行
為
（
①
ぎ
o
目
p
。
梓
　
　
　
現
代
の
文
化
的
な
危
機
は
、
精
神
的
進
歩
（
個
人
と
共
同
体
が
倫
理
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　　
　
α
興
O
①
同
ω
自
σ
q
ド
Φ
団
叶
）
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
る
こ
と
）
を
無
視
し
た
一
面
的
な
物
質
的
進
歩
の
追
求
に
よ
っ
て
生

　
　　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
現
代
に
お
い
て
人
間
が
過
度
に
自
然
力
を
支
　
　
じ
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
文
化
が
危
機
的
な
状
況
に

　
　
配
す
る
こ
と
（
物
質
的
進
歩
）
に
伴
っ
て
、
人
間
の
人
間
に
対
す
る
支
配
　
　
陥
っ
た
の
は
、
当
該
の
世
界
観
が
力
を
喪
失
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考

9

シ

ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



一
五
八

え
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
な
け
れ

　　
「
真
の
文
化
の
理
念
は
無
力
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
真
の
文
化
が
　
　
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ー
は
思
惟
概
念
を
、
単
な
る
論
理

　
　
根ざ
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
理
想
主
義
的
世
界
観
が
だ
ん
だ
ん
と
消
失
　
　
的
思
惟
だ
け
で
は
な
く
意
志
と
認
識
の
対
決
、
倫
理
的
理
想
の
洞
察
の
意

　
　し
た
か
ら
で
あ
る
。
諸
民
族
、
人
類
の
中
に
生
じ
る
す
べ
て
の
出
来
　
　
味
で
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

　
　事
は
世
界
観
の
中
に
与
え
ら
れ
た
精
神
的
な
原
因
に
由
来
す
る
」
。
　
　
　
　
　
「
思
惟
か
ら
生
ま
れ
、
思
惟
に
依
拠
す
る
も
の
だ
け
が
全
人
類
に
と
っ

　
シ

ュヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
文
化
論
は
い
わ
ば
文
化
の
形
式
的
側
面
で
あ
　
　
　
　
て
の
精
神
的
な
力
と
な
り
う
る
。
多
く
の
人
々
の
思
惟
に
よ
っ
て
再

り
、
文
化
の
内
実
的
側
面
は
世
界
観
と
し
て
展
開
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
び
思
惟
さ
れ
、
そ
の
際
真
理
と
み
な
さ
れ
る
も
の
だ
け
が
自
然
に
伝

し
た
が
っ
て
次
に
世
界
観
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
　
　
　
　
え
る
こ
と
が
で
き
る
持
続
的
な
説
得
力
を
持
つ
。
持
続
的
に
思
惟
す

で
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
世
界
観
に
つ
い
て
の
規
定
を
見
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
る
世
界
観
へ
の
欲
求
に
訴
え
る
と
こ
ろ
で
の
み
人
聞
の
あ
ら
ゆ
る
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
「
世
界
観
（
芝
Φ
一
け
四
口
ω
O
び
鋤
亘
口
昌
ぴ
q
）
と
は
何
か
。
社
会
（
O
①
ω
巴
8
冨
浄
）
　
　
　
　
神
的
能
力
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

　
　と
個
人
が
、
世
界
の
本
質
と
目
的
に
つ
い
て
、
ま
た
世
界
に
お
け
る
　
　
　
　
つ
ま
り
、
文
化
の
内
実
的
側
面
と
し
て
の
世
界
観
の
問
題
は
、
今
日
の

　
　
人類
と
個
人
の
地
位
と
使
命
に
つ
い
て
展
開
す
る
思
想
の
総
体
で
あ
　
　
私
た
ち
の
文
化
の
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る
た
め
の
重
要
な
論
点
と
シ
ュ

　
　る
。
私
の
生
き
て
い
る
社
会
お
よ
び
私
自
身
は
、
世
界
に
お
い
て
何
　
　
　
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ヴ
ァ

　
　を
意
味
す
る
の
か
？
　
私
た
ち
は
世
界
に
お
い
て
何
を
欲
す
る
の
　
　
イ
ツ
ァ
ー
は
、
文
化
は
人
間
が
思
惟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世

　
　
か？
　
私
た
ち
は
世
界
に
お
い
て
何
を
期
待
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
　
　
界
観
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
的
な
世
界
観
と
し
て
結

　
　
現
存
在
の

根
本問
題
に
対
し
て
、
多
く
の
個
人
が
到
達
す
る
答
え
が
、
　
　
実
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
文
化
の
危
機
が
克
服
さ
れ
、
文
化
の
再
生
の
展
望

　
　
彼ら
と
彼
ら
の
時
代
が
生
き
る
精
神
に
つ
い
て
決
定
す
る
の
で
　
　
が
開
か
れ
う
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
お
り

　
　あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
は
文
化
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
は
世
界
観
は
ど
こ
に
根
拠

　こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
と
世
界
と
の
関
係
性
と
い
う
根
本
的
な
問
い
に
　
　
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
世

つ
い
て
、
多
く
の
諸
個
人
が
答
え
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
観
が
　
　
界
観
と
生
命
観
と
の
連
関
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
考
え
て
い
る
と
い
う

形
成さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
自
身
は
、
世
界
観
が
文
　
　
　
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
生
命
観
と
世
界
観
に
つ
い

化的
な
世
界
観
（
倫
理
的
な
世
界
観
）
に
な
り
う
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
　
　
　
て
ポ
ー
ル
・
バ
ー
サ
ム
（
℃
鋤
巳
　
b
d
費
鈴
ヨ
）
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

が
思
惟
する
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
観
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
　
　
　
（
国
①
昌
曼
Ω
鋤
昏
）
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。



　　
「
生
命
観
（
い
Φ
げ
Φ
昌
ω
四
拐
o
冨
償
⊆
口
α
q
）
と
い
う
言
葉
は
、
個
々
人
の
生
　
　
な
合
目
的
性
が
存
す
る
と
い
う
認
識
を
素
朴
に
抱
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私

　
　
が個
々
人
に
と
っ
て
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
個
々
人
の
主
体
的
　
　
た
ち
は
自
ら
の
生
へ
の
意
志
を
素
朴
に
肯
定
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
が
そ

　
　な
視
点
（
娼
臼
ω
b
8
江
く
o
）
を
含
む
。
世
界
観
（
毛
〇
一
富
湯
o
げ
碧
琶
σ
q
）
　
　
　
の
生
へ
の
意
志
を
反
省
す
る
に
至
り
、
世
界
全
体
に
客
観
的
な
合
目
的
性

　
　は
個
々
人
が
自
然
と
宇
宙
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
る
諸
思
想
の
総
体
　
　
が
存
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
素
朴
な
認
識
と
、
私
た
ち
の
意
志
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　
　
であ
る
。
世
界
観
は
｛
般
的
に
生
命
観
を
包
含
す
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
り
方
が
問
い
に
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
素
朴
な
生
へ

　　
「
宇
宙
の
意
味
と
構
造
に
つ
い
て
の
あ
る
人
の
解
釈
は
、
あ
る
人
の
個
　
　
　
の
意
志
と
世
界
全
体
の
客
観
的
な
合
目
的
性
の
確
信
が
否
定
さ
れ
る
と
言

　
　
人
的
存在
（
ロ
興
ω
8
旺
。
邑
ω
け
Φ
口
o
①
）
の
解
釈
を
含
む
生
命
観
に
つ
い
　
　
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
思
惟
（
意
志
と
認
識
の
対
決
）
を
媒
介
し
て
、
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
り

　
　
て

明確
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
真
に
思
惟
す
る
こ
と
（
倫
理
的
洞
察
）
へ
と
向
か
う
の

　
バー
サ
ム
と
ク
ラ
ー
ク
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
世
界
観
と
生
命
観
は
　
　
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
倫
理
的
に
な
る
こ
と
は
、
真
に
思
惟
的
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
り

密
接
に
連
関
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
　
　
　
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
。

ツ
ァ
ー
は
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
い
て
、
独
自
の
生
命
観
（
い
①
げ
Φ
口
鈴
亭
　
　
　
こ
の
よ
う
な
思
惟
（
意
志
と
認
識
の
対
話
）
と
真
の
思
惟
（
倫
理
）
の

ω

oゴ窪
ロ
ロ
α
q
）
か
ら
世
界
観
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
　
　
視
座
か
ら
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
生
命
観
を
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
る

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
世
界
観
（
生
命
観
）
に
つ
い
て
思
惟
と
倫
理
の
視
点
か
　
　
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
意
志
と
認
識
と
の
対
決
の
あ
り
方
（
生
命
観
）

ら
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
思
惟
概
　
　
に
三
つ
の
類
型
が
存
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
三
つ
の
世
界
観
が
生
じ
う
る

念を
検
討
し
て
み
よ
う
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
「
思
惟
は
私
に
お
い
て
　
　
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
①
意
志
が
自
ら
の
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

生
ずる
意
志
と
認
識
と
の
対
決
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
人
間
が
思
　
　
望
を
認
識
に
投
影
す
る
立
場
（
素
朴
な
倫
理
性
）
、
②
意
志
が
自
ら
の
現
実

惟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
文
化
的
な
世
界
観
も
ま
た
、
こ
の
意
　
　
を
注
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
生
へ
の
意
志
」
の
自
己
分
裂
性
の

志と
認
識
が
相
互
に
対
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
認
識
（
倫
理
性
の
喪
失
）
、
③
「
生
へ
の
意
志
」
の
自
己
分
裂
を
克
服
し
連

　　
「
思
惟
が
目
覚
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
自
明
で
あ
っ
た
こ
と
を
問
題
に
す
　
　
帯
を
求
め
る
理
念
的
な
「
生
へ
の
意
志
」
の
認
識
で
あ
る
（
高
次
の
倫
理

　
　る
よ
う
な
問
い
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
意
味
を
君
の
生
　
　
性
）
。
そ
し
て
、
こ
の
各
々
の
生
命
観
に
対
応
し
て
、
世
界
観
に
も
以
下
の

　
　
に

与え
る
の
か
？
　
こ
の
世
界
の
中
で
君
は
何
を
欲
す
る
の
か
？
　
　
よ
う
に
三
つ
の
立
場
が
存
す
る
こ
と
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
考
察
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
　

　
　こ
れ
に
よ
っ
て
認
識
と
意
志
と
の
対
決
が
始
ま
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
①
楽
観
論
的
世
界
観
（
世
界
と
生
の
肯
定
の

　こ
の
よ
う
な
問
い
が
生
じ
る
以
前
に
お
い
て
は
、
世
界
全
体
に
客
観
的
　
　
原
理
）
、
②
悲
観
論
的
世
界
観
（
世
界
と
生
の
否
定
の
原
理
）
、
③
高
次
の

シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



一
六
〇

楽
観
論的
世
界
観
（
世
界
と
生
の
否
定
の
原
理
を
媒
介
し
た
倫
理
的
な
洞
　
　
世
界
と
生
の
肯
定
と
倫
理
的
原
理
を
有
す
る
世
界
観
（
楽
観
論
的
倫
理
的

察を
含
む
世
界
と
生
の
肯
定
の
原
理
）
が
、
生
命
観
に
対
応
し
て
い
る
の
　
　
世
界
観
）
は
、
楽
観
論
的
・
倫
理
的
な
意
味
に
お
い
て
世
界
に
目
的
（
合

であ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
i
自
身
は
③
の
立
場
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
　
　
目
的
性
）
が
存
す
る
こ
と
を
客
観
的
に
認
識
し
た
と
い
う
信
念
に
す
ぎ
ず
、

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
信
念
に
対
す
る
確
信
が
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
観
主
義
的
倫

　
以
上
から
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
人
間
が
文
化
的
な
世
界
観
を
構
築
　
　
　
理
的
世
界
観
が
衰
退
し
、
悲
観
論
的
世
界
観
の
登
場
を
迎
え
る
に
至
っ
た

する
た
め
に
は
、
楽
観
論
的
世
界
観
（
世
界
と
生
の
肯
定
の
原
理
）
と
倫
　
　
　
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
自
身
の
楽
観
主
義

理的
原
理
と
い
う
二
つ
の
視
座
の
共
同
作
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
　
　
的
世
界
観
と
倫
理
的
原
理
の
視
座
（
悲
観
論
的
世
界
観
の
検
討
も
含
ま
れ

か
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
）
を
倫
理
思
想
史
の
考
察
か
ら
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

　こ
こ
で
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
文
化
的
な
世
界
観
を
構
築
す
る
た
め
に

灘
謙
麟
諜
饗
嚇
鱗
鋸
四
欝
郵
郵
「
生
．
の
畏
敬
」
の
倫
理
に
お

ス

時代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
楽
観
論
的
世
界
観
は
、
　
　
　
　
先
に
啓
蒙
主
義
時
代
の
楽
観
論
的
世
界
観
が
十
九
世
紀
に
危
機
に
瀕
し

ルネ
サ
ン
ス
期
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
オ
等
の
出
現
に
　
　
た
理
由
を
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
倫
理
思
想
史
に
お
い
て
検
討
し
て
き
た

よ
っ
て
「
自
然
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
合
目
的
な
法
則
性
に
従
っ
て
生
ず
　
　
が
、
そ
れ
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
理
由
を
、
生
命
観
（
世
界
観
）
か
ら

る
と
い
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
社
会
と
人
類
の
状
　
　
　
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
「
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

態も
合
目
的
な
方
法
で
組
織
化
さ
れ
う
る
と
い
う
信
頼
」
か
ら
生
じ
、
そ
　
　
　
へ
の
畏
敬
」
の
倫
理
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

れ
が倫
理
的
原
理
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
と
さ
れ
る
。
続
い
て
、
こ
の
楽
　
　
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
に
お
け
る
楽
観
論
的
世
界
観

観
論
的
倫
理的
世
界
観
は
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
的
合
理
主
義
の
時
代
に
　
　
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
理
由
を
、
意
志
が
自
ら
の
願
望
（
世
界
全
体
の
プ

頂点
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
啓
蒙
主
義
的
合
理
主
義
的
時
　
　
　
ロ
セ
ス
が
楽
観
論
的
・
倫
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
願
望
）
を
認
識

代の
、
倫
理
的
原
理
と
結
び
つ
い
た
楽
観
論
的
世
界
観
は
次
の
十
九
世
紀
　
　
に
投
影
し
た
こ
と
に
存
す
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
願

に

お

い
て
は
脆
く
も
打
ち
砕
か
れ
、
楽
観
論
的
倫
理
的
な
世
界
観
に
対
す
　
　
望
の
投
影
は
、
意
志
が
自
ら
の
現
実
を
注
視
し
て
、
世
界
全
体
の
プ
ロ
セ

る
根
本
的
な
確
信
は
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
代
の
　
　
ス
を
悲
観
論
的
に
見
る
よ
う
な
見
方
に
容
易
に
反
転
し
う
る
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

そ
れ
で
億
、
な
ぜ
意
志
が
自
ら
の
現
実
を
注
視
す
る
と
き
に
世
界
全
体
の
　
　
　
　
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。

プ
ロ

セ
スを
悲
観
論
的
に
見
る
よ
う
な
見
方
が
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
い
わ
ば
主
観
－
客
観
図
式
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
り

そ
れ
は
「
世
界
は
『
生
へ
の
意
志
』
の
自
己
分
裂
の
劇
の
恐
ろ
し
い
光
景
」
　
　
世
界
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
を
楽
観
論
的
か
つ
倫
理
的
に
解
釈
し
、
そ
こ
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
わ
　

を
呈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
生
命
体
は
他
の
生
命
体
を
　
　
間
の
生
の
意
味
を
投
影
す
る
こ
と
（
素
朴
な
世
界
認
識
）
を
断
念
（
諦
念
）

犠牲
に
し
て
生
存
し
て
い
る
と
い
う
あ
り
の
ま
ま
の
現
実
（
弱
肉
強
食
的
　
　
　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
観
（
生
命
観
）
は
我
々
の
生
へ
の
意
志
の
体

な
状
態
）
を
意
志
が
見
出
す
か
ら
で
あ
る
。
先
に
思
惟
と
認
識
と
の
対
立
　
　
　
験
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
言
及
し
た
よ
う
に
、
意
志
は
、
世
界
の
全
体
の
プ
ロ
セ
ス
に
客
観
　
　
　
　
「
世
界
に
つ
い
て
の
私
の
知
は
外
部
か
ら
の
知
で
あ
り
、
常
に
不
完
全

的な
目
的
（
合
目
的
性
）
を
設
定
す
る
よ
う
な
楽
観
論
的
倫
理
的
な
解
釈
　
　
　
　
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
生
へ
の
意
志
か
ら
の
知
は
直
接
的

を
し
・
委
い
．
・
と
を
自
享
る
の
で
あ
る
。
そ
．
」
に
シ
ュ
ヴ
。
イ
ツ
7
　
　
で
あ
り
、
生
の
神
秘
に
満
ち
藷
活
動
（
U
δ
露
・
巨
ぎ
…

は
、
楽
観
論
的
世
界
観
が
危
機
に
瀕
す
る
要
因
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
幻
Φ
讐
昌
o
q
Φ
昌
山
Φ
ω
い
9
Φ
ロ
σ
）
に
ま
で
遡
る
の
で
あ
る
」
。

こ
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
意
志
が
自
ら
の
願
　
　
　
　
「
す
べ
て
の
現
象
の
背
後
に
も
、
中
に
も
生
へ
の
意
志
が
存
在
す
る
。

望を
認
識
に
投
影
す
る
楽
観
論
的
な
見
方
と
、
意
志
が
自
ら
の
現
実
を
注
　
　
　
　
ま
す
ま
す
深
く
、
ま
す
ま
す
包
括
的
と
な
る
認
識
と
は
、
存
在
す
る

視
し
た
と
き
に
生
じ
る
悲
観
論
的
な
見
方
を
克
服
し
う
る
道
（
生
へ
の
畏
　
　
　
　
一
切
が
、
ま
さ
に
、
生
へ
の
意
志
で
あ
る
と
い
う
神
秘
（
国
鋒
ω
o
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

敬
の

倫理
）
を
思
索
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
津
Φ
）
の
中
へ
と
私
た
ち
を
導
き
い
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
。

　　
「
生
命
観
と
世
界
観
の
相
互
関
係
を
思
惟
が
明
白
に
す
る
と
き
に
思
　
　
　
こ
の
自
己
を
何
ら
か
の
仕
方
で
超
越
し
た
も
の
に
対
す
る
、
生
へ
の
畏

　
　惟
は
、
認
識
の
断
念
（
h
）
圃
Φ
男
O
ω
同
㎎
口
曽
け
幽
O
口
α
O
ω
閏
冒
村
皆
Φ
昌
口
Φ
昌
ω
）
と
世
　
　
敬
の
体
験
が
、
自
己
の
生
へ
の
畏
敬
の
体
験
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
界
人
生
肯定
と
倫
理
に
固
執
す
る
こ
と
（
U
器
悶
8
些
巴
け
Φ
p
餌
p
　
　
自
己
の
生
へ
の
意
志
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

　
　≦
o
寧
ロ
ロ
α
日
Φ
び
o
づ
9
息
聾
¢
ロ
o
q
§
α
団
序
捧
）
を
相
互
に
結
び
つ
け
　
　
ツ
ァ
ー
の
体
験
を
媒
介
に
し
た
神
秘
主
義
的
な
側
面
が
現
れ
て
い
る
と
言

　
　る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
無
批
判
な
思
惟
に
現
れ
る
仕
方
で
は
生
　
　
　
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ

　
　
命観
は
世
界
観
に
は
依
拠
し
て
い
な
い
。
生
命
観
は
認
識
に
よ
っ
て
　
　
イ
ツ
ァ
ー
が
「
す
べ
て
に
お
い
て
存
在
す
る
神
秘
的
な
生
へ
の
意
志
を
前

　
　基礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
命
観
は
認
識
　
　
　
に
し
て
の
畏
敬
（
国
げ
魯
唇
罧
く
o
『
盗
滞
冒
巨
ω
＜
o
ロ
9
妻
筥
Φ
口
N
琶
p

　
　
から
生
ず
る
の
で
は
な
い
。
生
命
観
は
自
己
自
身
の
上
に
提
示
す
る
　
　
U
Φ
げ
魯
）
で
私
を
満
た
す
（
H
罠
O
ゴ
Φ
曇
一
一
け
）
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
生

　　
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
生
命
観
は
我
々
の
生
へ
の
意
志
に
根
ざ
　
　
　
へ
の
畏
敬
の
体
験
は
、
い
わ
ば
自
己
が
受
動
的
で
あ
る
よ
う
な
神
秘
主
義

シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



一
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
い

的
側
面を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
　
　
　
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
「
生
を
維
持
し
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

以
下
のよ
う
に
我
々
の
生
の
意
志
に
存
す
る
理
念
（
倫
理
）
を
深
く
洞
察
　
　
進
す
る
こ
と
は
善
で
あ
り
、
生
を
破
壊
し
殿
損
す
る
こ
と
は
悪
で
あ
る
」

す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
道
徳
の
根
本
原
理
を
定
式
化
す
る
の
で
あ
る
。

　　
「
思
惟
が
倫
理
の
成
立
に
お
い
て
演
ず
る
役
割
の
問
題
に
直
面
す
る
。

翻難
霧
嚢
雛
ボ
噺
藷
嘱
締
乱
馨
賑
　
終
わ
り
に

　
　
お
い
て

存
す
る
生
の
肯
定
と
の
類
比
に
お
い
て
、
生
へ
の
意
志
を
促
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
文
化
論
、
世
界
観
（
生
命
観
）
の
諸

　
　
進し
、
か
つ
、
そ
の
周
囲
に
存
す
る
多
種
多
様
な
形
態
の
生
の
肯
定
　
　
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
「
生
へ
の
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

　
　を
承
認
し
、
共
体
験
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
の
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
敬
」
の
倫
理
の
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
を
論
じ
て
き
た
。
現
代
に
お
い
て
シ
ュ

　
つま
り
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
自
己
を
超
越
し
た
も
の
と
自
己
に
　
　
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
を
論
じ
る
意
義
は
、
科
学
技
術
の
未
曾
有
の
発
達
に
伴
う

対
す
る
受
動
的
な
生
へ
の
畏
敬
の
体
験
を
媒
介
に
し
て
、
自
己
の
「
生
へ
　
　
文
化
の
危
機
、
特
に
近
年
に
お
け
る
宇
宙
的
規
模
の
環
境
の
危
機
を
前
に

の

意志
」
が
、
倫
理
的
な
も
の
を
い
わ
ば
能
動
的
に
洞
察
（
思
惟
）
す
る
　
　
し
て
、
そ
れ
を
克
服
し
う
る
よ
う
な
生
命
観
を
提
示
し
た
こ
と
に
存
す
る

こ
と
で
、
他
の
被
造
物
に
対
す
る
「
生
へ
の
意
志
」
の
肯
定
（
共
感
・
共
　
　
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー

体験
）
が
生
じ
、
そ
こ
を
起
点
に
、
私
た
ち
が
他
の
被
造
物
へ
と
献
身
助
　
　
の
文
化
論
（
近
代
啓
蒙
主
義
的
理
性
主
義
的
側
面
）
と
生
へ
の
畏
敬
の
思

力
す
る
よ
う
な
倫
理
が
実
現
さ
れ
う
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
　
　
想
（
自
然
主
義
的
側
面
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
考
察
す
る
こ

す
る
な
ら
ば
、
一
方
に
お
い
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
生
へ
の
意
志
の
　
　
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
生
命
観

本
質を
「
十
分
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
生
へ
の
意
志
は
自
　
　
と
世
界
観
の
関
係
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
生
命
観
を
起
点
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
ね

己を
最
大
限
に
可
能
な
完
全
さ
で
実
現
し
た
い
と
い
う
衝
動
を
担
う
」
こ
　
　
し
て
、
倫
理
の
根
本
原
理
を
洞
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世
界

と
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
体
の
本
能
的
な
生
へ
の
意
志
の
契
　
　
観
（
生
命
観
）
と
、
生
命
観
を
排
除
し
た
世
界
認
識
と
し
て
の
世
界
観
（
生

機を
保
持
し
つ
つ
、
他
方
に
お
い
て
、
人
間
の
生
へ
の
意
志
に
お
け
る
「
完
　
　
　
命
観
）
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
が
、
両
者
の
関
係
が
問

成
へ
の
衝
動
が
、
我
々
自
身
か
つ
、
我
々
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
う
る
一
　
　
題
に
な
る
と
言
え
よ
う
（
世
界
観
の
二
重
性
と
生
命
観
の
二
重
性
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

切
の

存
在を
最
高
の
物
質
的
精
神
的
価
値
へ
と
も
た
ら
そ
う
と
す
る
」
理
　
　
係
）
。
そ
の
点
に
つ
い
て
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
執
筆
さ

念
に
よ
っ
て
、
意
志
を
規
定
す
る
こ
と
（
倫
理
的
側
面
）
を
洞
察
し
て
い
　
　
れ
た
、
遺
稿
の
文
化
哲
学
第
三
部
『
生
へ
の
畏
敬
の
世
界
観
』
に
お
い
て
、



シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
世
界
観
と
生
命
観
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
て
　
　
　
　
か
け
て
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
執
筆
し
た
初
期
原
稿
で
あ
る
。
こ
の

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
稿
に
お
い
て
も
生
へ
の
畏
敬
の
萌
芽
的
な
叙
述
は
存
す
る
が
、

　　
「
い
ず
れ
の
世
界
観
に
お
い
て
も
生
命
観
は
存
す
る
。
我
々
は
世
界
観
　
　
　
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
生
へ
の
畏
敬
の
思
想
を
一
九
二
三
年
に
出

　
　を
生
命
観
と
結
び
つ
い
た
世
界
に
つ
い
て
の
見
方
（
世
界
観
）
と
解
　
　
　
　
版
さ
れ
た
『
文
化
の
頽
廃
と
再
建
』
、
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
い
て
本

　
　
　
　
ハ
お
ロ

　
　
釈す
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
的
に
論
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
生
命
観
を
排
除
す
る
よ
う
な
世
界
認
識
と
し
　
　
　
（
3
）
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ー
パ
ー
、
会
津
伸
訳
『
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル
　
人

て
の

世
界観
に
も
、
生
命
観
か
ら
生
ず
る
世
界
観
が
組
み
込
ま
れ
う
る
こ
　
　
　
　
間
と
精
神
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
年
参
照
。

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
が
「
世
界
　
　
　
　
　
金
子
昭
「
文
化
国
家
論
に
い
た
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
文
化
哲

観
は
ま
さ
に
世
界
認
識
に
よ
っ
て
生
命
観
を
確
認
し
、
生
命
観
に
よ
っ
て
　
　
　
　
学
の
射
程
」
『
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
年
報
』
第
十
五
号
、
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

世
界
認識
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
の
生
命
観
と
世
界
認
識
の
統
一
で
あ
る
」
　
　
　
　
　
〇
九
年
参
照
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
、
世
界
認
識
の
世
界
観
　
　
　
（
4
）
≧
び
Φ
博
ω
o
ロ
薯
Φ
欝
Φ
斜
さ
§
、
§
織
肉
ミ
爵
冒
言
o
ゲ
窪
H
8
。
。
．

と
、
生
命
観
か
ら
生
ず
る
世
界
観
は
区
別
さ
れ
る
も
の
の
両
者
は
世
界
観
　
　
　
　
（
O
°
困
肖
゜
】
W
Φ
O
騨
葡
ソ
臼
冒
O
げ
O
昌
℃
H
O
°
諺
旦
四
〇
げ
Φ
H
り
α
O
Q
）
噂
ω
』
°

に
お
い
て
「
連
関
」
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
　
　
　
（
5
）
　
芦
名
定
道
「
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
と
現
代
神
学
の
生
命
観
」
『
シ
ュ
ワ

題は
、
世
界
認
識
と
し
て
の
世
界
観
と
、
生
へ
の
意
志
を
起
点
と
し
た
生
　
　
　
　
イ
ツ
ァ
ー
研
究
』
第
二
十
二
号
、
一
九
九
四
年
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
ね

命観
が
、
ど
の
よ
う
に
「
連
関
」
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二
「
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
の
平
和
思
想
－
人
類
の
未
来
を

の

点に
つ
い
て
も
本
稿
で
は
問
題
の
所
在
を
示
唆
す
る
に
と
ど
め
今
後
の
　
　
　
　
め
ざ
し
て
」
『
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
研
究
』
第
二
十
一
号
、
一
九
九
三
年

検
討
課
題と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
6
）
≧
げ
舞
ω
。
薯
。
凶
§
び
§
さ
鳶
§
織
壽
魯
ミ
慧
§
魯
、

　
　
　
　
　
　

註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
、
ミ
3
冨
口
8
9
ロ
H
㊤
N
P
（
ρ
国
゜
切
8
ぎ
］
≦
ロ
ロ
o
冨
P
H
O
°
諺
自
φ

（1
）
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
思
想
の
全
体
的
背
景
に
つ
い
て
　
　
　
　
o
身
魯
①
H
㊤
呂
）
”
ω
』
ド

　
　は
、
金
子
昭
『
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
　
そ
の
倫
理
的
神
秘
主
義
の
構
　
　
（
7
）
楠
ぼ
F
ω
』
ド

　
　
造と
展
開
』
白
馬
社
、
一
九
九
五
年
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
団
ぼ
P
ψ
b
。
H
°

（2
）
遺
稿
『
わ
れ
ら
亜
流
者
達
』
は
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
　
　
（
9
）
琶
げ
。
詳
ω
o
げ
≦
Φ
冒
Φ
が
き
§
＼
§
駄
肉
ミ
隷
”
ψ
置
緊
置
ω
．

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



一
六
四

（
0
1
）
　
諺
浮
Φ
誹
ω
0
げ
≦
Φ
律
N
Φ
が
　
忘
昏
鳶
　
ミ
謡
蹴
　
壽
忌
§
慧
犠
ミ
　
§
鳩
　
　
　
（
蟄
）
　
冨
印
建
楠
昌
竃
Φ
繁
O
「
卸
H
（
賃
辞
切
Φ
『
α
q
Φ
同
（
Φ
ロ
゜
∀
導
恥
肉
ミ
画
8
ミ

　
　
さ
§
3
ω
゜
卜
⊃
H
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
き
鳴
§
曽
討
ミ
馬
尉
恥
鳩
誉
、
ミ
鴨
ぎ
鳴
謡
噌
誉
肺
O
軸
謡
ミ
鑓
。
肉
鳴
唱
鳴
下

（
1
1
）
　
諺
ぎ
Φ
再
ω
O
薯
Φ
需
N
①
斜
姿
§
、
ミ
蕊
駄
寒
隷
矯
ψ
墜
o
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥
謡
ら
恥
尋
、
卜
慧
”
ω
旨
四
〇
口
ω
Φ
d
口
凶
く
Φ
同
ω
搾
矯
℃
『
①
ω
ρ
b
の
O
O
辱
Q
”

（
1
2
）
　
団
げ
凶
P
ω
゜
b
o
α
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
艮
O
げ
O
同
餌
ω
ω
Φ
が
日
げ
Φ
ω
凶
㎎
巳
鵠
O
”
づ
O
Φ
O
h
国
Φ
＜
O
『
O
昌
O
Φ
楠
O
『

（1
3
）
　
金
子
昭
「
文
化
国
家
論
に
い
た
る
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
文
化
哲
　
　
　
　
　
　
い
同
h
o
↓
o
ユ
曽
団
も
゜
H
㎝
O
山
①
9

　
　
学
の

射程
」
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
幹
①
乏
゜
竃
興
け
賞
國
Φ
些
貯
眠
ロ
α
q
切
Φ
＜
Φ
お
口
o
Φ
h
9
目
暁
ρ
b
°

（4
1
）
　
諺
浮
Φ
冨
ω
O
げ
≦
Φ
津
N
Φ
さ
奪
愚
曹
嵩
鳴
蕊
゜
さ
N
ミ
、
ミ
詰
織
さ
§
下
　
　
　
　
　
　
　
H
①
①
l
H
刈
O
°

　　恥
§
肺
（
げ
誘
o
q
°
く
゜
d
冒
同
O
げ
囚
α
答
昌
①
『
戸
臼
O
げ
騨
昌
N
口
H
O
ゴ
①
『
し
≦
口
昌
O
げ
Φ
昌
　
　
　
（
2
5
）
　
諺
5
①
詳
ω
O
げ
≦
Φ
津
N
Φ
が
ト
器
§
§
鴨
ミ
ト
恥
魯
鳴
§
ミ
蕊
駄
b
恥
蕊
瀞
鳴
§

　
　O
°
国
［
°
】
W
①
O
評
N
O
O
朝
）
噛
ω
゜
H
①
o
o
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
Φ
同
娼
N
凶
α
q
噂
　
H
り
ω
H
　
（
賃
口
α
q
O
評
q
吋
N
け
O
　
諺
⊆
ω
α
Q
四
げ
ρ
　
H
り
㎝
P
　
国
凶
O
ゴ
①
噌
α

（1
5
）
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
国
家
が
受
動
的
に
個
々
人
を
規
定
す
る
よ
　
　
　
　
竃
Φ
ぎ
Φ
ユ
p
国
餌
目
げ
霞
σ
q
）
り
ω
゜
嵩
α
゜

　
　う
な
国
家
の
側
面
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
た
ち
　
　
　
（
2
6
）
　
博
ぼ
9
ω
゜
お
゜

　
　
の国
家
に
対
す
る
根
本
感
情
は
畏
敬
で
あ
る
。
国
家
は
、
そ
こ
に
お
　
　
　
（
2
7
）
　
圃
ぼ
9
ω
゜
㎝
㌣
㎝
ω
゜

　
　
い
て個
々
人
が
生
ず
る
共
通
の
生
命
で
あ
る
」
（
筐
P
6
0
』
H
㊤
）
。
　
　
　
（
2
8
）
冨
四
類
貯
客
Φ
鴇
興
餅
姿
再
切
Φ
茜
匹
（
Φ
e
」
ぼ
α
己
≧
9
。
℃
餌
巳

（
6
1
）
　
博
び
凶
P
ω
゜
b
o
H
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
づ
O
門
ω
P
日
糊
諺
冒
O
腎
ω
O
ゲ
≦
Φ
圃
け
N
①
噌
゜
臼
ロ
鳥
臥
G
o
日
餌
昌
α
切
Φ
＜
Φ
同
O
昌
O
Φ
剛
O
H

（
1
7
）
　
ま
凶
P
ω
゜
b
o
H
o
o
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
龍
ρ
や
N
H
㊤
゜

（
8
1
）
　
博
げ
団
P
ω
゜
b
o
H
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
国
゜
〇
一
9
目
閑
℃
§
恥
き
画
ご
砺
愚
ミ
旦
ト
き
恥
§
9
誉
ミ
職
欝
恥
3
娼
ユ
づ
け
Φ
α

（
9
1
）
　
諺
ま
O
誹
ω
O
げ
≦
Φ
謬
N
Φ
お
　
§
昏
N
N
　
ミ
ミ
駄
　
§
鳴
§
§
慧
騎
ミ
　
§
、
　
　
　
　
　
幽
昌
O
目
Φ
O
け
切
ユ
け
巴
昌
び
団
日
O
げ
口
U
凶
O
犀
Φ
口
ω
帥
0
9
い
け
P
噂
H
㊤
①
斜
や
ト
o
o
o
°

　
　
さ
、
ミ
き
ω
゜
N
㊤
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
諺
ま
Φ
博
ω
O
薯
Φ
詳
N
①
び
さ
、
ミ
飛
ミ
謡
駄
畢
隷
゜
ω
゜
N
b
o
メ

（
2
0
V
　
ま
凶
P
ω
゜
H
①
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）
　
ま
団
P
ω
゜
H
㊤
刈
゜

（
1
2
）
　
ま
団
P
ω
゜
H
刈
O
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
　
凶
び
圃
P
ω
゜
b
o
b
o
刈
゜

（
2
2
）
　
凶
び
｛
P
ω
゜
N
㎝
O
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
諺
圃
げ
⑦
誹
ω
O
び
≦
Φ
言
N
Φ
斜
さ
N
ミ
、
ミ
蕊
賊
寒
隷
゜
ψ
㎝
o
Q
°

（
2
3
）
　
諺
ま
Φ
答
ω
O
げ
≦
①
凶
蔚
Φ
」
§
鳩
慰
曹
§
恥
§
°
さ
N
ミ
鳩
ミ
§
織
さ
ミ
下
　
　
　
（
鈎
）
　
ま
達
り
ω
゜
b
o
ω
N
°

　
　防§
ひ
ω
゜
H
O
H
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
諺
浮
Φ
唇
ω
O
ゴ
≦
Φ
ヰ
N
Φ
お
さ
§
、
ミ
ミ
駄
肉
ミ
隷
o
o
°
＜
目
゜



（3
6
）
　
諦
念
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
野
村
実
「
私
の
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
遍
　
　
　
　
較
思
想
研
究
』
、
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
三
年
参
照
。

　
　
歴
時代
」
（
『
生
命
へ
の
畏
敬
』
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ァ
ー
日
本
友
の
会
、
一
　
　
　
　
　
　
金
子
昭
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
研
究
の
最
前
線
」
『
シ
ュ
ヴ
ァ
イ

　
　
九
九

八
年
所収
）
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ァ
ー
研
究
』
第
二
十
号
、
一
九
九
二
年
参
照
。

（
3
7
）
　
皆
凶
P
ω
゜
b
。
O
H
°

（
3
8
）
　
凶
ぼ
9
ω
』
b
。
刈
l
b
。
卜
。
°
。
°

（
3
9
）
　
凶
げ
昼
ω
』
b
。
c
。
°

（4
0
）
　
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
は
『
文
化
と
倫
理
』
に
お
い
て
自
ら
の
立
場

　
　を
倫
理
的
神
秘
主
義
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て

　
　
検
討
する
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
生
へ
の
畏

　
　
敬
の倫
理
（
倫
理
的
神
秘
主
義
）
は
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
『
使
徒

　　
パ
ウ
ロ
の
神
秘
主
義
』
（
b
隷
§
§
§
奪
8
ミ
隷
ミ
駐
）
に
お

　
　け
る
パ
ウ
ロ
の
神
秘
主
義
思
想
と
密
接
に
連
関
し
て
構
築
さ
れ
た
倫

　
　
理
であ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
4
1
）
　
幽
ぼ
鼻
ω
゜
母
O
°

（
4
2
）
　
皆
昼
ω
゜
N
O
ド
゜

（
4
3
）
　
ま
凶
P
ω
゜
卜
。
O
H
°

（
4
4
）
　
凶
ぼ
P
ω
』
N
O
．

（4
5
）
　
≧
び
①
答
ω
9
≦
Φ
ぱ
N
Φ
が
b
龍
ミ
側
§
蕊
ら
ぎ
ミ
ミ
薦
§
鳩
寒
魯
§
聾

　
　§
、
§
ミ
ト
S
§
、
さ
§
壱
ミ
こ
の
尽
誉
帖
恥
員
穿
誉
、
ミ
§
駄
N
ミ
帖
潜
飛

　
　§
餅
ρ
甲
切
8
器
o
冨
く
霞
冨
σ
q
g
g
臣
鋤
ロ
色
ロ
昌
α
Q
”
寓
ロ
ロ
o
冨
員

　
　
H
8
P
ω
゜
N
8
°

（
4
6
）
　
ま
凶
P
ω
゜
Q
。
b
。
H
°

（4
7
）
　
金
子
昭
「
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
哲
学
の
構
想
」
『
比

シ

ュ

ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
に
お
け
る
世
界
観
の
問
題
に
つ
い
て
（
岩
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五


